
▲歩行者・自転車・自動車が交錯して危険な交差点 ▲長期間不在の助役室（正常な組織はいつに）�

　
町
道
本
荘
古
田
線
と
町
道
二

子
古
田
線
が
交
差
す
る
フ
タ
バ

前
交
差
点
は
車
の
通
行
量
が
多

く
、
そ
の
上
、
道
が
カ
ー
ブ
し

て
見
通
し
が
悪
く
危
険
な
交
差

点
で
あ
る
。
こ
の
道
路
は
中
学
・

高
校
生
の
通
学
路
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
お
り
、
朝
夕
の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、
歩
行
者
・

自
転
車
・
自
動
車
が
交
錯
し
て
、

し
ば
し
ば
危
険
な
場
面
に
遭
遇

し
て
い
る
。
�

　
地
域
住
民
か
ら
信
号
機
設
置

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
平
成

１３
年
度
に
は
設
置
が
決
定
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
に
変
更
さ
れ
、

未
だ
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
�

　
今
後
の
取
組
み
、
対
応
は
。
�

①
信
号
機
の
必
要
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
�

②
な
に
が
障
害
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
対
応
は
。
�

③
設
置
の
時
期
の
目
途
は
。
�

　
�

��①
こ
の
交
差
点
は
危
険
で
あ
り
、

信
号
機
の
設
置
は
是
非
必
要
と

考
え
て
い
る
が
、
設
置
の
条
件

面
で
問
題
が
あ
り
、
ま
だ
設
置

は
で
き
て
い
な
い
。
�

②
こ
の
交
差
点
は
変
則
的
な
六

叉
路
と
な
っ
て
お
り
、
進
入
路

の
一
部
を
一
方
通
行
す
る
こ
と

や
、
迂
回
路
の
整
備
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
用
地
の
確
保
に
つ

い
て
も
地
域
住
民
の
協
力
が
欠

か
せ
な
い
。
　
�

③
こ
れ
ら
の
条
件
が
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
、
公
安
委
員
会
と
の
協

議
を
早
期
に
進
め
る
。
�

���　
通
学
途
上
で
の
殺
人
事
件
や

交
通
事
故
が
多
発
し
て
、
学
校

に
通
う
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く

環
境
が
著
し
く
劣
悪
化
し
て
い

る
中
で
、
北
小
廃
校
が
決
定
的

と
な
り
、
北
小
の
児
童
は
来
年

４
月
か
ら
３
つ
の
小
学
校
へ
転

校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
�

　
新
通
学
路
は
、
距
離
も
長
く

な
り
、
交
通
量
の
多
い
道
路
の

横
断
や
踏
切
の
横
断
が
あ
り
、

ま
た
変
質
者
の
出
没
が
懸
念
さ

れ
る
新
幹
線
側
道
を
通
る
た
め

に
、
危
険
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
�

　
安
全
対
策
へ
の
取
組
は
。
�

①
危
険
箇
所
と
し
て
何
箇
所
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。
�

②
北
部
区
域
の
通
学
路
は
。
�

③
新
幹
線
側
道
周
辺
の
危
険
対

策
は
。
�

④
通
学
路
標
識
の
設
置
は
。
�

����①
道
路
の
横
断
や
人
通
り
の
少

な
い
道
な
ど
、
危
険
箇
所
は
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
地
点
に
交
通
指
導
員
を
配
置

し
て
対
処
す
る
予
定
で
す
。
�

②
工
事
中
の
大
中
二
見
線
を
通

る
ル
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
。
�

③
こ
の
地
区
の
「
子
ど
も
１
１

０
番
の
家
」
の
再
設
定
を
し
て
、

見
守
り
を
お
願
い
す
る
。
�

④
危
険
箇
所
に
は
設
置
予
定
。
�

答弁＝障害を除き設置を進めたい�

自
治
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ラ
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�

毛
利
　
　
豊
�

答
弁
＝
木
村
理
事
�

答
弁
＝
松
田
教
育
長
�

学
校
と
協
議
し
万
全
を
�

新
通
学
路
の
安
全
対
策
を
�

フタバ前交差点に信号機を�

　
町
長
に
就
任
以
来
５
ヶ
月
間
、

助
役
不
在
の
ま
ま
で
あ
り
、
町

民
の
間
で
疑
問
の
声
が
あ
る
。
�

　
地
方
自
治
法
で
は
、
助
役
を

必
ず
置
く
事
を
定
め
て
い
る
。
�

　
町
の
条
例
・
規
則
・
規
程
で

は
、
入
札
参
加
者
審
査
会
の
会

長
な
ど
い
ろ
い
ろ
重
要
な
役
目

を
助
役
に
課
し
て
い
る
。
�

　
町
政
運
営
に
支
障
を
き
た
す

の
で
は
な
い
の
か
。
想
像
以
上

に
町
長
や
職
員
に
負
担
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
�

　
予
算
編
成
の
重
要
な
時
期
で

も
あ
り
、
ま
た
年
末
・
年
始
の

対
外
的
に
も
多
忙
な
と
き
に
、

不
在
で
も
町
政
運
営
が
出
来
る

の
で
あ
れ
ば
、
不
要
で
は
な
い

か
の
声
も
あ
る
。
�

①
不
在
の
原
因
及
び
地
方
自
治

法
と
の
整
合
性
は
。
ま
た
、
選

任
の
時
期
は
い
つ
か
。
�

②
助
役
の
役
割
と
不
在
期
間
の

対
応
は
。
�

③
「
助
役
は
不
要
か
」
と
い
う

疑
問
へ
の
答
え
は
。
�

�

��①
職
責
に
ふ
さ
わ
し
い
適
任
者

を
選
考
中
で
あ
り
、
地
方
自
治

法
に
は
整
合
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
臨
時
議
会
、
３
月

定
例
議
会
で
上
程
し
た
い
。
�

②
職
務
は
地
方
自
治
法
第
１
６

７
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
事
務
分
掌
規
則
に

則
っ
て
、
理
事
が
職
務
の
代
行

を
し
て
い
る
。
�

③
町
長
の
補
佐
・
代
理
で
あ
る

と
と
も
に
、
職
員
の
担
当
す
る

事
務
を
監
督
す
る
重
要
な
立
場

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

不
要
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
�

��　
所
信
表
明
で
、
数
々
の
課
題

を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
う

打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

重
要
な
案
件
の
協
議
は
ど
う
か
。

庁
議
は
開
催
し
て
い
る
の
か
。
�

①
予
算
編
成
の
考
え
方
は
。
�

＊
１
�

　
経
常
収
支
比
率
の
９０
％
は
達
�

成
で
き
る
の
か
。
現
行
の
公
債

費
比
率
も
維
持
し
て
い
く
の
か
。
�

（
１７
年
度
決
算
１３
・
４
％
）
�

②
総
合
計
画
の
見
直
し
は
。
�

����　
時
代
に
あ
っ
た
事
業
展
開
を

図
り
、
住
民
と
の
対
話
で
方
向

性
を
見
出
し
た
い
。
意
思
決
定

や
重
要
事
項
の
審
議
な
ど
に
つ

い
て
は
、
庁
議
で
協
議
・
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
�

①
一
般
財
源
総
額
が
減
少
す
る

傾
向
で
あ
り
、
歳
出
面
で
も
既

存
施
設
の
改
修
や
継
続
的
に
実

施
す
る
大
型
事
業
が
控
え
て
お

り
、
事
業
の
優
先
度
を
考
え
推

進
す
る
。
経
常
収
支
比
率
・
公

債
費
比
率
も
目
標
達
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
�

②
実
施
計
画
も
財
政
状
況
を
考

慮
し
、
適
時
修
正
を
加
え
て
お

り
、
基
本
計
画
も
適
時
改
定
を

行
う
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
図
る
。
�

�＊
１
（
経
常
収
支
比
率
）
�

財
政
構
造
の
弾
力
性
（
ゆ
と
り
）
を
判

断
す
る
指
標
で
、
こ
の
比
率
が
高
ま
る

と
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な
る
。
�

＊
２
（
公
債
費
比
率
）
�

町
の
収
入
に
占
め
る
借
金
の
返
済
額
の

割
合
で
、
こ
の
比
率
が
高
ま
る
と
財
政

が
硬
直
化
す
る
。
�

�

答
弁
＝
清
水
町
長
�

答
弁
＝
清
水
町
長
�

対
話
の
中
で
方
向
性
を
�

政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
�

答弁＝不在は一時的なものである�

小
西
　
茂
行
�

助 役 不 在 の 原 因 は �

住
民
ク
ラ
ブ
�

＊
２
�
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